
　（別紙４-２） 事業所名 グループホーム静内さくら館

作成日：　　平成　　30年　９月　22日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 ４．３

厚生労働省のＱ＆Ａで報告内容では「運営や
サービス提供の方針、日々の活動内容、入居
者の状態などを中心に報告するとともに、会議
の参加者から質問や意見を受けるなど、できる
限り双方向的な会議となるよう運営に配慮する
ことが必要である。」ことから、質疑応答の記載
を含め参加者の声が伝わるような会議録に期
待する。

家族の参加が少ない為、意見も少なく、参
加者を増やし双方向的な会議となるよう、参
加の声掛けと議題内容を毎回設定する。

保健師、警察、薬剤師、看護師による外部から
の講習を依頼し、ホーム職員による講習も行
う。２月警察による防犯について、４月はホーム
職員による認知症の正しい理解について、６月
保健師による食中毒予防について、８月薬剤
師による熱中症対策、10月消防士による防災
について、12月看護師による感染予防（インフ
ルエンザ等）について実施する。

1年間

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

ナルク北海道福祉調査センター


